
北丹陸上競技協会 理事会議事録 

2021 年度 

第 1回 

記載日 2021 年 7 月 15 日（木）午後 6時 00 分 

記載者 理事長  高橋 尚義 

日  時 2021 年 7 月 14 日（水） 19 時 00 分～20 時 45 分 

場  所 京丹後市アグリセンター大宮１階会議室 

議  題 
1.2020 年度決算/2021 年度予算の承認について 

2.第 54 回北丹陸上競技選手権大会における最優秀選手の選定について ほか 

出 席 者 
理事（谷口、山田、高橋、阪本、上田、高屋、新井、小森、梅田、松見、井上、

長島、和田、白須）、井上監事 計 15 名 

欠 席 者 理事（市川、関、木崎、赤神、辻野、西原）、山本監事《欠席連絡あり 7名》 

議事内容 

冒頭、谷口会長から「主催競技会が続いている。コロナの状況も今後も続いていくと思われるな
か、感染対策などしっかり準備しながら進めてほしい」旨の挨拶。その後、高橋理事長の議事進行
により議事の審議を行った。 
1．以下、理事長から報告 
①日本陸連の会費値上げによる 3/31 付けで代表委員会の承認の上で規約改正を行った。改正後
の規約を配付する。 

②2021 年度役員・専門部体制、クラブ代表等一覧を配付。来週 21 日に小学陸上教室代表者会議
を開催し、各教室の連絡先一覧を作成する。 

③2021 年度事業計画の開催状況など付記した資料を配付。競技会参加者のビブス作成も依頼が
あれば行っている。 

④前回理事会で承認された小学生陸上競技教室運営規程を配付する。 
⑤当協会策定のコロナマニュアルを改訂（表彰場所について修正したもの）したので配付する。
マニュアルに掲載の Metell も約 60 名ほどの利用がある。 

⑥2021 年度「栄章」に、功労章・太田勲氏、審判員功労章・市川洋子氏、指導者功労章・稲本美
智子氏が受賞 

⑦2020 年度公認審判員昇格者は、S 級に本城宗久氏が昇格 
⑧2021 年度において現在、148 人の登録状況となっている。 
⑨北丹陸上競技協会事業協力・賛助会費は、日進製作所様、タンゴ技研様、大宮日進様、白石バ
イオマス様、伊東歯科矯正歯科様、不動園様、関野自動車様、峰山商業協同組合様、野木源様、
一色テキスタイル様、日本インパクト様、アルファスポーツ様（新）から協力を得ている。 

⑩北丹陸協口座は、これまでは JA 京都口座のみ。参加者の利便性向上と業務効率化のため、5 月
に京都銀行、京都北都信用金庫。6 月には、ゆうちょ銀行（普通・当座）を開設した（口座は
理事長保管） 

⑪主催競技会の優勝カップを新調（会長・副会長・顧問・参からの寄付にて 11 杯を作成）した。 
⑫4 月 14 日新井総務部長実母葬儀に、花環・電報を贈った。 

 
2．2020 年度決算の承認 

阪本経理部長より資料にもとづき説明。 
 

3．2021 年度予算について 
阪本経理部長より資料にもとづき説明。谷口会長から 11/21 開催予定の JAAF 指導者講習会に
ついて、コロナのため JAAF による開催でなく、京都陸協・小指連として開催となる。開催案
を作成し、京都陸協へ提案することとなっている旨、補足説明。 
 

4．第 54 回北丹陸上競技選手権大会における最優秀選手の選定について 
高橋理事長より資料にもとづき説明。 
 

5.その他報告依頼事項 
①梅田医事トレーナー部長より、メディカルサポートシートを作成し、競技会で試行的利用して
いる。救護の手順を定めたマニュアル作成を検討している。救護場所の位置をフィニッシュ地点
におき試行している。指導者・審判員向けの医事トレーナー部による講習会の実施についても今
後検討を進めたい旨報告があった。 

②谷口会長より、8/1 の U13 競技会は気温も高くなるため、ミストの設置など熱中症対策につい
てあらかじめ検討しておいてほしい旨、発言があった。 

決定事項 

１．2020 年度決算の承認 
特段の意見なく、出席者全員一致で承認された。 

２．2021 年度予算について  
特段の意見なく、出席者全員一致で承認された。 

３．第 54 回北丹陸上競技選手権大会における最優秀選手の選定について 
飛田駿星（福知山成美高）、田邊葵（京都西山高）、森口匠真（栗東西中）、藤田葵（弥栄中）
の 4 名を選定した。  


